
新型コロナウイルスは、治療中の子どもに対して 
どのような影響がありますか？
　新型コロナウイルスが、小児がんの治療にど
のような影響を与えるかは十分に未だ分かって
いませんが、がんの治療を受けていることが感
染に対する抵抗力を低くし、重症化のリスクに
なる可能性はあります。しかしながら治療を中
止、遅らせることは、がんそのものの治療にとっ
てより悪い影響にもなりえます。何よりも感染
を防ぐためにも、今一般的に言われていること
ですが、人混みを避ける、手洗いをする。そし
て、十分な睡眠と栄養、適度に体を動かして免
疫力を高めることなどは重要なことです。不安
なことや心配なことは、主治医や病院のスタッ
フに相談しながら、ひとつひとつ解決していき
ましょう。

過去に小児がんの治療を受けたことの影響は 
ありますか？
　やはり十分なエビデンスのある情報はありま
せんが、例えばイギリスの Children’s Cancer 
and Leukemia Group ではガイダンスを出して
います。その中では、過去 12 ヶ月に造血細胞
移植を受けた、腹部全体や脾臓に放射線治療を
受けた、長期間ステロイドを使用している、慢
性的な肺・心臓・腎臓の疾患または神経症状が
ある場合は、特に気をつけたほうがいいグルー
プとしていますが、その他の小児がん経験者に
ついては、一般の方とは変わりないとされてい
ます。一緒にいる家族全員が手を洗い、目や口
に触れないように気をつけること、頻繁に触れ
る場所は定期的に綺麗にすることなどが言われ
ています。定期的な検査などの受診がある場合

には、主治医の先生にも相談をして、延期でき
るようであれば受診を控えることも一考です
が、治療後間も無い場合にはかえって悪影響に
なることもあるので自分で判断せずに必ず主治
医と相談をして考えましょう。

小児がん患者・家族が注意することはありますか？
　十分に気をつけ、感染の予防に努めながらも、
怖がりすぎないことは大切です。そして、時間
や場所を選べば散歩や適度な運動はできます
し、年少の子どもにとっては親とのコミュニ
ケーションも大切なことです。休校が長引くこ
とによって、生活習慣が乱れることもあるかも
しれませんが、こういう時だからこそ、しっか
りと食事をし、十分な睡眠を取るなど生活リス
ムを整えましょう。電子媒体による一方通行に
なりがちの情報を楽しんでいた子どもたちです
が、このような環境になると、身近に居る、そ
してつながる喜びを改めて感じることができる
ものです。子どもの健全な成長に欠かせないこ
の体験をすることは、お互いの健康状態と、手
洗いなどの感染予防を意識すれば、短い時間で
も十分かなえられます。日本小児科学会のホー
ムページには「普段と異なる状況下における子
どもの安心・安全のために」、子どもをもつ家
庭で出来る注意やQ&Aなどの情報が掲載され
ています。インターネット上には誤った情報な
どもありますので、かかりつけの医師や主治医、
行政の育児相談、学校の先生、相談機関などか
らの情報を得ながら、まず、子どものそばにい
る大人の気持ちを整えて生活できる状態である
ことが、子どもにとっては一番安全な環境と言
えます。
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当会にも小児がん患者ご家族から様々なご不安の声が寄せられます。自分たちにできること、知っ
ておきたいことを聖路加国際病院小児科の小澤美和先生にお伺いいたしました
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